
別紙 

事象発生時の状況（スイッチ内機構概略図） 

正常なアーク放電消滅動作 

運転時 スイッチ切り離し開始 スイッチ切り離し完了 

 

 

 

 

 

 

 

電気は発電機側（赤い部分）と送電線側 

（青い部分）が触れ合っている３つの部分

（接点）を通じて流れている。（うち中央

の接点がアークコンタクト） 

 

 

 

 

 

 

 

発電機側を引き抜き、送電線側と切り離す

ことで電気を遮断する。 

この時、上下２箇所の接点がアークコンタ

クトより先に離れる。 

 

 

 

 

 

 

 

アーク放電は最後に離れる接点に発生 

することから、アークコンタクトを最後に

離すことで当該部分にアーク放電を発生

させ、不燃性ガスで直ちに消滅させる。 

アーク放電の消滅ができなかった本事象における動作 

運転時 スイッチ切り離し開始 スイッチ切り離し完了 

 

 

 

 

 

 

 

消耗のためアークコンタクト 

先端が短く変形。 

 

 

 

 

 

 

 

変形のためアークコンタクトが上下  

２箇所の接点より先に離れる。 

 

 

 

 

 

 

 

ガスの噴射箇所とは別の箇所でアーク 

放電が発生。アーク放電を消滅させること

ができず、高温となる。 

 


